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セ
ン
タ
ー
の
概
況

　
伊
那
広
域
Ｓ
Ｃ
は
、
一
市
二
町
一
村

︵
伊
那
市
、
辰
野
町
、
箕
輪
町
、
南
箕

輪
村
︶
で
構
成
す
る
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
同
地
域
の
総
人

口
は
十
二
万
六
千
百
六
十
九
人
で
、
そ

の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
は
三
万
八
千
九

百
九
十
一
人
と
、
約
三
一
％
を
占
め
て

い
る︵
長
野
県「
毎
月
人
口
異
動
調
査
」

令
和
元
年
十
月
一
日
現
在
︶。

　
高
齢
者
の
多
い
地
域
に
あ
り
な
が
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
平
成
十
七
年

度
の
七
百
七
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て

お
り
、
令
和
元
年
九
月
末
日
現
在
で
は

五
百
五
十
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
活
動
に
つ
い

て
、
井
口
功
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は

「
現
在
の
課
題
は
会
員
を
増
や
す
こ
と
。

こ
れ
ま
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
た
り
、
チ
エ
ブ

ク
ロ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

っ
て
認
知
度
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
り
効
果
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
今
ま
で
と
は
違
う
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
、
介
護
予
防

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
決
定
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

取
り
組
み
の
経
緯

　
「
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
元
気
に
な
っ

て
も
ら
お
う
」
と
、
令
和
元
年
五
月
か

ら
セ
ミ
ナ
ー
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。

そ
し
て
、「
介
護
予
防
健
康
セ
ミ
ナ
ー
２

０
１
９
」
の
講
師
と
し
て
伊
那
広
域
Ｓ

Ｃ
が
選
ん
だ
の
が
、
音
楽
療
法
士
の
春

日
く
に
子
氏
で
あ
る
。

　
春
日
氏
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
歌
手

デ
ビ
ュ
ー
し
、
歌
手
・
三
橋
美
智
也
の

シ
ョ
ー
に
十
二
年
間
出
演
す
る
な
ど
、

歌
謡
界
で
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資

格
を
取
得
。
音
楽
と
介
護
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
、
全
国
二
万
か
所
の
介
護
施

設
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
音
楽
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
「
懐
メ
ロ
で
歌
っ
て
踊
ろ

う
わ
く
わ
く
12
カ
月
」
を
開
発
し
た
。

　
準
備
は
着
々
と
進
み
、
五
月
末
に
セ

ミ
ナ
ー
会
場
を
決
定
。
六
月
に
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
長
野
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
、
関
係
市
町
村
、
伊

那
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
後
援
を
依
頼

し
た
。
七
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
後
援

機
関
の
各
施
設
に
チ
ラ
シ
を
設
置
し
た
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　伊那広域ＳＣでは、「シルバーの日」の活動として、介護
予防に効果的な音楽レクリエーションを開発した春日くに
子氏を講師に招き、「介護予防健康セミナー 2019」を10月25
日に開催した。事前のＰＲ活動が奏功し、エリア外や60歳
未満を含む約100人の申し込みがあった。セミナー形式の
活動は初の試みだったが、客席とステージが一体となるプ
ログラムは来場者に好評を博した。

人
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
者
に
よ
る

介
護
予
防
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

公
益
社
団
法
人

伊
那
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
長
野
県
）
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り
、
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
周
知
。
さ
ら
に
、
八
月
二
十
七
日
に

長
野
日
報
と
み
の
わ
新
聞
、
九
月
二
十

七
日
と
十
月
七
日
に
長
野
日
報
に
新
聞

広
告
を
掲
出
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
が
奏
功
し
、
申
込
期
間
︵
八
月

十
九
日
～
十
月
九
日
︶
に
約
百
人
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
。
伊
那
広
域
Ｓ
Ｃ
の

エ
リ
ア
外
や
、
六
十
歳
未
満
の
申
し
込

み
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
心
の
高
い

企
画
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
九
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
春
日
氏
と

セ
ン
タ
ー
事
務
局
が
、
会
場
の
担
当
者

と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
な
ど
し
て
、
調

整
を
進
め
た
。
ま
た
、
春
日
氏
が
作
成

し
た
シ
ナ
リ
オ
に
、
ど
の
よ
う
に
会
員

が
関
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
た
り
、
会

員
に
出
演
を
依
頼
し
た
り
す
る
役
割
を

セ
ン
タ
ー
事
務
局
が
担
っ
た
。

　
「
男
性
理
事
や
女
性
班
の
有
志
が
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
会

員
は
人
前
に
出
る
こ
と
を
そ
れ
ほ
ど
苦

に
思
わ
な
い
よ
う
で
、
出
演
依
頼
は
ス

ム
ー
ズ
で
し
た
」
と
井
口
事
務
局
長
は

振
り
返
る
。

当
日
の
活
動
状
況

　
令
和
元
年
十
月
二
十
五
日
㈮
、
セ
ミ

ナ
ー
当
日
は
、
十
時
ご
ろ
か
ら
リ
ハ
ー

サ
ル
を
開
始
。
出
演
者
は
入
念
に
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
、
本
番
に
備
え
た
。

　
こ
の
日
は
雨
に
見
舞
わ
れ
、
客
足
が

遠
の
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
十
二

時
三
十
分
に
開
場
す
る
と
、
伊
那
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ニ
シ
ザ
ワ
い
な
っ

せ
ホ
ー
ル
」
に
は
約
百
四
十
人
が
続
々

と
来
場
し
た
。
受
付
で
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
セ
ミ
ナ
ー
で
使
う

紙
皿
、
リ
ン
ゴ
型
に
切
り
抜
い
た
色
紙

な
ど
を
手
渡
し
た
。
長
野
県
Ｓ
Ｃ
連
合

会
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
受
付
が
混
雑

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
開
演
は
十
三
時
三
十
分
だ
っ
た
が
、

申
込
者
の
到
着
を
待
っ
て
、
約
五
分
遅

れ
で
「
介
護
予
防
健
康
セ
ミ
ナ
ー
２
０

１
９
」
は
幕
を
開
け
た
。

　
井
口
事
務
局
長
が
台
風
19
号
の
被
災

者
と
被
災
地
へ
の
お
見
舞
い
、
来
場
者

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
、
開
会
し

「シルバーの日」の活動として、伊那広域ＳＣでは「介護予防健康セミナー ₂₀₁₉」を開催。講師を務める春日くに子氏
の歌と動きに合わせて、来場者も楽しそうに体を動かした
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た
。
伊
藤
次
雄
理
事
長
は
「
地
元
出
身

の
春
日
氏
の
体
操
で
、
人
生
毎
日
楽
し

く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
。

長
野
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
は
、
受
付
で
配
布

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
基
に
、
高
齢
者

活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
の
趣
旨
や
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
入
会
説
明
会
へ

の
参
加
を
促
し
た
。

客
席
と
舞
台
が
一
体
に
な
っ
た

介
護
予
防
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
三
部
構
成
で
実
施
。

第
一
部
は
春
日
氏
が
登
壇
し
、
自
身
が

作
曲
し
た
「
に
っ
ぽ
ん
名
城
数
え
唄
」

を
歌
い
な
が
ら
、
曲
に
合
わ
せ
て
指
を

動
か
す
手
指
体
操
を
行
っ
た
。
認
知
症

予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
リ
ン
ゴ
の

唄
」
が
流
れ
る
と
、
来
場
者
は
受
付
で

配
布
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
型
の
紙
を
周
り
か

ら
皮
を
む
く
よ
う
に
指
で
切
り
取
っ
て

い
っ
た
。
歌
い
な
が
ら
指
先
に
集
中
す

る
こ
と
が
、
認
知
症
予
防
に
効
果
的
だ

と
い
う
。
そ
の
後
、
伊
藤
理
事
長
と
井

口
事
務
局
長
が
船
長
の
衣
装
で
登
場
。

「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
の
曲
に
合
わ

せ
て
、
客
席
の
人
た
ち
と
一
緒
に
体
操

を
行
っ
た
。

　
「
身
体
機
能
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
第
二
部
で
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
ち
な
ん
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

の
曲
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。

「
五
輪
音
頭
」
で
は
五
人
の
会
員
が
、

童
謡
「
海
」
で
は
ジ
ャ
ー
ジ
姿
の
会
員

が
ス
テ
ー
ジ
上
で
体
操
し
、
元
気
な
姿

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
第
三
部
は
「
人
生
劇
場
」
と
題
し
、

生
ま
れ
て
か
ら
年
を
取
る
ま
で
の
物
語

を
歌
謡
曲
や
童
謡
に
合
わ
せ
て
展
開
。

　
一
曲
目
は「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」。

井
口
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
男
女
の
会

員
が
ベ
ビ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
っ
て
登

場
す
る
と
、
会
場
か
ら
笑
い
が
起
こ
っ

た
。「
高
校
三
年
生
」
で
は
、
男
性
会
員

が
お
さ
げ
髪
の
か
つ
ら
に
セ
ー
ラ
ー
服

と
い
う
い
で
た
ち
で
登
場
し
て
、
舞
台

は
喜
劇
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
に
。
そ
の

後
、「
あ
ゝ
上
野
駅
」「
愛
し
て
愛
し
て
愛

し
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」「
つ
い
て
来
る
か
い
」

な
ど
の
昭
和
歌
謡
で
、
青
春
時
代
を
演

出
し
た
。

第 3部の「人生劇場」では、会員が赤ちゃん（写真上）や学生（写真下）
に扮した。中でも、おさげ髪姿の男性会員は、会場の笑いを誘った

新郎新婦に扮した来場者がステージに登場
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「
瀬
戸
の
花
嫁
」
が
流
れ
る
と
、
来

場
者
の
中
か
ら
男
女
各
二
人
が
新
郎
新

婦
役
と
し
て
登
壇
。「
お
名
前
は
？
」
と

春
日
氏
に
尋
ね
ら
れ
る
と
、「
永
六
輔
」

「
吉
永
小
百
合
で
す
」
と
名
乗
り
、
笑

い
を
誘
っ
た
。
即
席
の
カ
ッ
プ
ル
は
花

嫁
・
花
婿
の
衣
装
を
ま
と
っ
て
客
席
へ
。

来
場
者
が
ア
ー
チ
を
つ
く
っ
て
祝
福
す

る
シ
ー
ン
も
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
た
。

　
ラ
ス
ト
は
、
春
日
氏
が
美
空
ひ
ば
り

さ
な
が
ら
の
真
っ
赤
な
衣
装
で
、「
川
の

流
れ
の
よ
う
に
」
を
熱
唱
。
客
席
で
は

来
場
者
が
、
配
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の

紙
を
振
っ
て
体
を
動
か
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
春
日
氏
の
ほ
か
に

介
護
予
防
の
専
門
家
も
登
壇
し
、「
カ
ラ

オ
ケ
は
、
免
疫
の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
優
れ
て

お
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
の
に
効
果

的
」
と
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。
ま
た
、
会

場
を
左
右
半
分
に
分
け
て
、片
方
が「
夕

焼
け
小
焼
け
」
を
、
も
う
片
方
が
「
靴

が
鳴
る
」
を
同
時
に
歌
う
と
い
う
認
知

症
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
た
。

　
客
席
と
ス
テ
ー
ジ
が
一
体
と
な
っ
た
、

笑
い
あ
り
体
操
あ
り
の
ア
イ
デ
ア
満
載

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
シ
ョ
ー
さ
な
が
ら
。

昭
和
の
流
行
歌
が
流
れ
る
と
、
昔
を
懐

か
し
む
人
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
三
人
で
参
加
し
た
女
性
は
「
地
域
で

体
操
教
室
を
し
て
い
る
の
で
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
簡
単
な
体
操
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
教
室
で
取
り
入
れ
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
た
会
員
は
、「
子
ど
も
の

頃
の
学
芸
会
を
思
い
出
す
と
、
み
ん
な

で
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。
二
時
間
、

楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
満
足

し
た
様
子
だ
っ
た
。

入
会
促
進
に
つ
な
げ
た
い

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
申
込
受
付

時
に
、
名
前
と
一
緒
に
連
絡
先
︵
住
所
、

電
話
番
号
︶
を
聞
き
、
入
会
促
進
に
役

立
て
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ
う
の
料
理
」
な
ど
に
出

演
し
て
い
る
長
野
県
の
料
理
研
究
家
・

横
山
タ
カ
子
氏
を
迎
え
、
食
育
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
し
た
。
講
演
の
内
容
は
「
シ

ン
プ
ル
・
イ
ズ
・
ベ
ス
ト
」。横
山
氏
の

レ
シ
ピ
は
塩
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
、
酢

の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
が
基
本
で
、

そ
れ
が
素
材
の
味
を
引
き
立
て
る
と
い

う
。
来
場
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

　
伊
那
広
域
Ｓ
Ｃ
で
は
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
新
入
会

員
の
獲
得
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
。

　
「
来
場
者
に
会
員
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
六
十
歳
以
上
人
口
に

対
す
る
粗
入
会
率
は
わ
ず
か
一
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
何
と
か
二
％
ま

で
引
き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
井
口
事
務
局
長
は
抱
負
を
語
っ
た
。

︵
井
本
旬
子
︶

事業運営状況 （平成₂₆年度～平成₃₀年度）

年度 会 員 数 粗入
会率

就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平₂₆ ₅₁₄ ₁₆₅ ₆₇₉ ₁.₅ ₆₈₃
（₉₁,₇₃₉） ₁₀₀.₀ ₇,₃₂₄ ₄₀₆,₀₇₃ ₁₆.₅/₈₃.₅

₂₇ ₄₈₀ ₁₄₆ ₆₂₆ ₁.₄ ₆₆₂
（₈₅,₆₄₃） ₁₀₀.₀ ₈,₁₉₄ ₃₇₈,₉₅₅ ₁₆.₁/₈₃.₉

₂₈ ₄₈₃ ₁₄₇ ₆₃₀ ₁.₄ ₆₂₈
（₈₂,₃₇₀） ₉₉.₇ ₇,₃₉₁ ₃₇₃,₈₄₈ ₁₆.₂/₈₃.₈

₂₉ ₄₃₉ ₁₂₉ ₅₆₈ ₁.₂ ₆₁₇
（₈₀,₆₁₃） ₁₀₀.₀ ₇,₄₅₇ ₃₆₀,₂₁₁ ₁₆.₉/₈₃.₁

₃₀ ₄₄₁ ₁₁₀ ₅₅₁ ₁.₂ ₅₇₇
（₇₈,₉₆₀） ₁₀₀.₀ ₇,₁₀₉ ₃₅₅,₇₈₀ ₁₆.₉/₈₃.₂

※平成₂₇年度以降の受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成₂₉年度まで請負・委任、₃₀年度は請負・委任と労働者派遣事業が対象
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